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将来像 分野別の基本目標 

 

基本目標１ 
子育て環境が 
充実したまち 

基本目標２ 
自分らしく豊かな 
心を育むまち 

基本目標３ 
共に支え合い健やか 
に暮らせるまち 

基本目標４ 
環境にやさしく 
快適に暮らせるまち 

基本目標５ 
安全で安心して 
暮らせるまち 

基本目標６ 
地域の魅力を活かし 
賑わいを生みだすまち 

基本目標７ 
みんなの力でつくる 
持続可能なまち 

１-１ 子育て支援の充実 
１-２ 就学前教育・保育の充実 
１-３ 学校教育の充実 
１-４ 青少年健全育成の推進 

４-１ 環境にやさしい社会の形成 
４-２ 魅力ある土地利用の推進 
４-３ 安全に移動できる道路網の整備 
４-４ 公園・緑地と自然環境の保全と整備 
４-５ 公共交通などの充実 
４-６ 生活環境の充実 

２-１ 生涯学習の推進 
２-２ 生涯スポーツの推進 
２-３ 歴史の継承と文化の振興 
２-４ 人権施策の推進 

３-１ 健康づくりの推進 
３-２ 地域福祉の充実 
３-３ 高齢者福祉の充実 
３-４ 障がい者福祉の充実 
３-５ 社会保障の充実 

５-１ 災害に強いまちづくりの推進 
５-２ 防犯対策・交通安全対策の強化 
５-３ 住民生活の保護 

６-１ 農水産業の振興 
６-２ 商工業の振興 
６-３ 観光の振興 
６-４ 地域振興の推進 

７-１ 協働のまちづくりの推進 
７-２ 効率的な行財政運営 
７-３ 情報化の推進 

主 要 施 策 
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主要施策の取組実績                     

基本目標１：子育て環境が充実したまち           

 
【方向性】 

▶ 小・中学校では地域と共に学ぶコミュニティ・スクールを推進するとともに、ＩＣＴ(情報通信

技術)環境の整備など学習環境の充実に努めていきます。 

▶ 子育てに関しては、妊娠期から子育て期に対する切れ目のない継続した支援を行い、安心して

出産や子育てができる環境を整備するとともに、児童虐待の早期発見・早期対応のため、こど

もを見守る体制をより一層強化します。また、保育所・認定こども園や学童保育所の施設整備

や保育士の確保など、待機児童の解消に向けた対策を行っていきます。 

 

主要施策１－１：子育て支援の充実                 

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 妊娠届出時の面談や医療機関からのケアサポート連絡票から、支援が必要な特定妊婦を早期に

把握することに努め、校区担当保健師を中心として、事業担当の保健師や臨床心理士と連携

し、妊娠期から継続した支援を行いました。 

▶ 子育て支援アプリ「ぐーまっち！」は、情報発信や相談予約などに活用しており、登録者数は

８００人を超えました。 

▶ 産婦やこどもの状況把握を行うため、助産師や保健師がすべての乳幼児家庭を訪問しました。 

▶ 各種相談事業や関係機関との連携により、児童虐待予防・早期発見に努めました。また、児童

虐待予防に関する啓発物品の配布や町広報誌・町ホームページで関連記事の掲載など、地域住

民への啓発活動を行いました。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

ゆったりとした

気分でこどもと

過ごせる時間が

ある保護者の割

合（％） 

（３歳児の保護

者） 

77.9 80.0 79.4 79.8 76.6 76.3 
80.2 

(78.7) 

こどもの育てに
くさを感じてい
る保護者の割合
（％） 
（３歳児の保護
者） 

27.4 24.6 23.0 20.5 22.2 22.6 
21.9 

(24.7) 

虐待の可能性の
ある行為をして
いる保護者の割
合（％） 
（３歳児の保護
者） 

26.5 27.0 25.7 19.3 21.5 22.3 
21.2 

(23.9) 

ファミリーサポ
ート会員数（ま
かせて会員）
（人） 

35 35 38 37 44 44 
40 

(35) 

※Ｒ７目標値の( )の値は、新型コロナウイルス感染症の影響が今後5年間継続した場合を想定した目標値。 

 

主要施策１－２：就学前教育・保育の充実              

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 令和６年度から町立幼稚園が２園体制となり、保育時間の繰り下げや立花幼稚園の預かり保育

の要件緩和、通園補助制度等を実施しました。また、令和７年度からの満３歳児の受け入れや

弁当給食の実施に向けて検討を進めました。 

▶ 就労支援のため、延長保育、障がい児保育、一時保育を継続して実施しました。また、一時保

育事業の補助金を見直し、新たな補助対象枠を創設しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

待機児童数（保育所

等）（人） 
21 43 18 0 0 0 0 

小学校と幼稚園・保

育所との交流（校） 
5 5 5 5 5 5 5 



-4- 

 

主要施策１－３：学校教育の充実                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ ＩＣＴ支援員のサポートを受けながら、ＩＣＴ中核教員連絡協議会を定期的に開催し、学校間

の連携を図り、町全体でＩＣＴ教育を進めました。また、小学校３年生から中学校３年生まで

の全児童生徒にＡＩドリルを導入しました。 

▶ 「通学路交通安全プログラム」に基づき、路面標示、カラー舗装、車両用防護柵設置など通学

路の改善、整備を実施しました。 

▶ 学童保育所は、町、小学校、指定管理者及び学童保育所スタッフとの合同会議を毎学期ごとに

実施することで、児童や施設等の情報を共有し、円滑に運営することができました。 

▶ 相島小学校校舎・体育館の屋根及び外壁改修工事を実施しました。また、新宮中学校の柔道

場、剣道場と新宮東中学校の武道場へ空調設備を設置しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

通学路の整備小学校

区（校区） 
2 4 4 4 4 4 毎年4 

学校施設等長寿命化

計画の進捗率（％） 
43.8 54.9 66.9 71.8 74.9 89.6 95.6 

オンライン授業の整

備率（％） 
0 100 100 100 100 100 100 

 

主要施策１－４：青少年健全育成の推進               

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 子どもリーダー研修会を１２回、リーダーズキャンプを１泊２日で実施し、ジュニアリーダー

も運営のサポートを行いました。 

▶ 家庭や地域と連携し、こども体験クラブやサマーキャンプを実施し、町内４か所で通学合宿が

実施されました。こどもたちの安全・安心な居場所づくりのため、夏休み期間中には、５団体

で地域寺子屋事業が実施され、ボランティアスタッフの派遣などを通して支援をしました。 

▶ こどもたちが安心して成長できる環境づくり、非行防止活動に取り組み、青少年指導員会を２

回、青少年指導員による夜間巡回指導を１７回実施しました。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

青少年指導員巡回の参

加延べ人数（人） 
46 46 39 51 53 58 60 

通学合宿への参加児童

の人数（人） 
104 0 0 19 83 56 150 

子ども・ジュニア・シ

ニアリーダーの総人数

（人） 

56 52 60 69 67 61 70 
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基本目標２：自分らしく豊かな心を育むまち         

 
【方向性】 

▶ ライフステージに応じた生涯学習、生涯スポーツを推進していくとともに、新宮町の有する豊

かな自然や歴史・文化への理解を深め、芸術や文化を介した多彩な交流を展開していくことで

郷土に対する愛着と誇りを持ち、かつ、国際化・情報化社会にも対応できる人材の育成と、健

やかで潤いのある暮らしが実現できる環境づくりをめざしていきます。 

▶ 多岐にわたり新たに増えていく人権課題に対応するために、様々な場を利用して教育や啓発活

動をより一層推進し、人権意識の高揚に努めていきます。 

 

主要施策２－１：生涯学習の推進                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 歴史探索講座、チャレンジ講座で、まちづくり支援団体や文化協会サークルに講師を依頼し、

生涯学習を支える指導者の発掘や人材育成、文化の振興を図りました。また、実施した講座す

べてにおいてアンケートを実施し、幅広い世代のニーズを把握しました。 

▶ 団体貸出やおはなし会を行い、こどもの読書普及や、読書ボランティアグループの協力の元、

館内に特集コーナーを設けました。また、しあわせ電子図書館では、こどもが気軽に選べるよ

う特集ジャンルを増やすなどして読書推進に努めました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

生涯学習講座実施数

（回） 
44 22 24 28 30 30 48 

生涯学習指導者登録数

（人） 
106 106 106 107 110 111 130 

住民１人当たりの貸出

冊数 

（電子図書館含む）

（冊） 

6.4 5.2 4.9 6.5 6.5 5.9 7.3 
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主要施策２－２：生涯スポーツの推進                

（１）令和６年度取組の概要 

▶ いきいき健康フェスタにおいて、老若男女問わず楽しむことができるモルックの体験会を行い

ました。また、ヘルシーウォーク＆さわやか軽スポーツでは、ウォーキングに加え、モルッ

ク、グラウンドゴルフの体験を行いました。 

▶ 新たにプロバスケットボールチームであるライジングゼファーフクオカとスポーツ文化の振

興、地域の活性化を目的に連携協定を締結しました。また、町内ジュニアスポーツクラブの指

導者・保護者に対して研修会を実施しました。 

▶ スポーツ振興くじ助成金や企業版ふるさと納税を活用し、杜の宮グラウンドの夜間照明をＬＥ

Ｄに改修しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

スポーツ協会会員数

（人） 
585 560 471 466 438 427 600 

住民の健康増進に係

るイベント（事業） 
4 0 3 3 3 3 7 

 

主要施策２－３：歴史の継承と文化の振興              

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 新宮町文化振興財団が主催するコンサートやミュージカル、各種講座をそぴあしんぐうを拠点

に開催しました。また、舞台芸術体験事業を今年度も継続して実施しました。 

▶ 歴史資料館で「食」をテーマに「食の文化財」企画展を開催しました。 

▶ 相島積石塚群の史跡内に繁茂する雑草の伐採作業及び海岸からの飛散ゴミを除去し、遺跡環境

の保護を行いました。横大路家住宅については、維持管理事業として防災設備の点検を実施し

ました。また、今後の管理運営・修理計画を円滑に行っていくため所有者と協議を行い、建物

の寄附を受け、町所有となりました。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

そぴあしんぐう

の利用者数

（人） 

17,371 5,676 10,713 11,035 15,582 算定中 
18,000 

(10,000) 

芸術文化祭への

参加者数（人） 
4,726 1,785 2,124 4,969 3,954 3,240 

5,000 

(3,000) 

歴史資料館の利

用者数（人） 
2,492 1,030 1,162 1,518 2,216 2,342 

2,600 

(1,200) 

※Ｒ７目標値の( )の値は、新型コロナウイルス感染症の影響が今後5年間継続した場合を想定した目標値。 

 

主要施策２－４：人権施策の推進                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 新任・転任教職員を対象にした人権・同和教育研修会や、全教職員を対象に人権・同和教育研

修会を実施し、教職員の人権意識向上を図りました。また、「新宮町人権教育・啓発基本指

針」に示す施策の実施や、「新宮町人権・同和教育学習カリキュラム事例集（改訂版）」、

「新宮町性の多様性を理解するための授業事例集」を活用した人権学習、啓発活動を実施しま

した。 

▶ 新宮町人権教育・啓発基本指針実施計画に基づき、新規採用職員研修や、人権･同和問題基礎研

修員会議を実施し、人権課題の解決に取り組む人材育成を図りました。また、企業、ジュニア

スポーツクラブの指導者・保護者、行政区から推薦があった人など、さまざまな立場の人に対

し、人権に関する研修会や講演会、人権映画会への参加を促し、人権教育や人権啓発を推進し

ました。 

▶ 人権に関する町事業の周知やさまざまな人権問題について、啓発を推進するため、町広報誌で

「みんなの人権」を連載しました。また、人権フェスティバルは、３部構成とし、人権週間ポ

スター・標語の表彰、新宮東中学校の「いじめゼロサミット」についての報告、講演を行いま

した。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

審議会等における女

性委員の比率、登用

率（％） 

26.7 25.0 29.4 28.9 29.4 29.4 35.0 

庁内管理職における

女性登用率（％） 
18.8 18.8 18.8 12.5 18.8 18.8 25.0 

庁内男性職員の育児

休業等の取得率

（％） 

33.3 20.0 50.0 80.0 20.0 50.0 100 

住民・団体を対象と

した人権学習会の開

催数（回） 

8 4 6 12 11 13 14 
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基本目標３：共に支え合い健やかに暮らせるまち       

 
【方向性】 

▶ 高齢者人口の増加に伴う介護保険サービスの利用増加や支援を必要とする人の増加に加えて、

福祉の現場では人材の不足が深刻となっています。できる限り健康で自立した生活を送ること

や、お互いが支え合っていくことが必要となることから、その人の特性に応じた支援を実施

し、健康づくりや介護予防を進め、住民が主体となった支え合いのまちづくりを行っていきま

す。 

 

主要施策３－１：健康づくりの推進                 

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 健康づくり担当のインスタグラムを開設し、健康情報の発信を行い、特定健診などの重要性を

認識してもらうよう努めました。 

▶ 健康増進のため、町広報誌や町ホームページ、インスタグラムで健康に関する情報を定期的に

発信したほか、健診受診者に対し「ふくおか食の健康サポート店」登録店で利用できるクーポ

ン券の配布や、食生活改善推進会の協力により、生活習慣病予防対象者等への調理実習・料理

教室などを開催しました。 

▶ 赤ちゃん訪問や乳幼児健診の機会に予防接種の接種状況確認及び接種勧奨を行ったほか、子育

て支援アプリ「ぐーまっち！」を利用した予防接種管理を進めました。乳幼児健診以降のこど

もに対しては、就学前健診の機会やハガキによる個別通知を行い、小・中学生については、学

校を通じて文書を配布し、接種勧奨を行いました。また、マリンクス車内と住民課のモニター

や新宮中央駅内掲示板、シーオーレ新宮館内、子育て支援アプリ「ぐーまっち！」で予防接種

に関する周知文を掲示しました。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

特定健診・特定

保健指導の受診

率（％） 

健診 33.7 31.1 31.2 30.4 33.6 37.7 60.0 

指導 54.7 52.3 29.9 20.8 23.3 25.9 60.0 

メタボリックシンドロームの該当

者及び予備群等の割合（％） 
25.1 25.3 23.9 22.3 21.0 24.0 22.3 

健康づくりに関

する事業の実施

回数と参加者数 

事業数（回） 75 60 60 60 82 76 100 

参加者（人） 190 174 140 198 250 272 250 

予防接種率

（％） 

高齢者肺炎球

菌（65歳） 
51.0 49.5 50.1 40.6 33.7 17.3 60.0 

二種混合 51.9 59.0 48.8 44.6 37.4 38.5 66.0 

 

主要施策３－２：地域福祉の充実                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 地域包括ケアシステムの構築に向け、だれもが住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを続ける

ため、協議体「しんぐるっと」で、生活支援をテーマに話し合いを行いました。高齢者の支援

を考えるためには、認知症の知識は不可欠であると考え、認知症基本法や成年後見制度などの

ミニ研修会を行い、協議体メンバーの知識を深める話し合いを行いました。 

▶ 「しんぐるっと」における話し合いの中から、地域で高齢者を支えるボランティア団体が新た

に立ち上がりました。 

▶ 緊急時や見守り活動に活用するため、令和６年４月１日時点の支援リストを作成し、自主防災

組織や民生委員などの支援者に配付しました。また、１２月にひとり暮らし高齢者等見守りネ

ットワーク協議会を開催し、安心カードの活用などについて関係機関・団体と情報交換を行い

ました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

福祉ボランティア団体

の数（団体） 
10 9 8 8 10 11 12 

福祉ボランティアの数

（人） 
94 280 256 258 255 275 110 
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主要施策３－３：高齢者福祉の充実                 

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 町が実施する健康運動教室、元気ライフ教室、地域介護予防教室(脳若トレーニング、音楽、 

体操、リハビリ等)の参加や、町の運動教室等の参加者ＯＢによる自主グループが結成されたこ

となどにより、介護予防サポートポイントの申請件数が増加しました。 

▶ 地域での居場所づくりや見守り活動を活性化するため、住民が主体となって介護予防につなが

る活動を行っている１５団体に対して、地域介護予防活動助成金による助成を行いました。 

▶ 認知症に対する地域の理解を深めるため、３行政区(的野・相島・花立花)、新宮東中学校及び

認知症高齢者家族の会を対象に認知症サポーター養成講座を開催しました。また、窓口などで

の相談対応時に認知症ケアパスを活用しながら情報提供や必要時には受診勧奨を行いました。 

 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

要介護認定率

（％） 
14.6 14.6 14.7 14.2 14.3 14.4 現状維持 

住民主体通所

型サービス助

成金の助成団

体数（団体） 

2 3 5 13 13 15 5 

介護予防サポ

ートポイント

申請件数

（件） 

319 315 314 380 395 441 335 

認知症サポー

ター養成者数

（人） 

755 786 816 910 947 1,303 1,000 

 

主要施策３－４：障がい者福祉の充実                

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 障がいのある人の自立と就労促進のために、特別支援学校や就労を支援する事業所など関係機

関と連携し、就労支援を行いました。また、民間事業者である農園型障がい者雇用支援サービ

ス事業者と情報交換、連携強化を行いました。 

▶ 障がい福祉事業者である「いちばん星」を中核機関に認定し、相談事業所などの関係機関と連

携してインクルージョン（お互いの個性を認め区別なく共に生きる社会）の推進を図りまし

た。 
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▶ 障がいのある人が就労しやすい環境づくりの支援として、「福津市・古賀市・新宮町障害者地

域支援ネットワーク協議会」の就労支援部会でセミナーを実施しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

移動事業の

延べ利用者

数と延べ利

用時間 

延べ 

利用人数

（人） 

235 177 181 189 197 180 250 

延べ 

利用時間 

（時間） 

2,919 1,633 2,049 2,108 2,260 1,934 3,100 

指定特定相

談支援事業

者並びに指

定障がい児

相談支援事

業者の指定

数（箇所） 

指定特定 4 4 4 4 4 4 5 

指定 

障がい児 
3 3 4 3 3 3 4 

 

主要施策３－５：社会保障の充実                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 令和７年１月から地域おこし協力隊として相島診療所の看護師を２名採用しました。２名とも

に相島に移住することとなったため、緊急時に対応する体制を構築することができました。 

▶ 生活困窮者が困窮状態から早期に脱却できるよう、本人の状況に応じた相談や就労支援を行う

ため、しごと・くらし相談室と連携し、相談内容に対応できる適切な関係機関につなぐなど、

相談体制の充実を図りました。 

 

（２）主要施策の指標の現状  

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

しごと・くらし相談

室利用者の相談案件

終結数（人） 

30 
35 

（5） 

36 

（1） 

59 

（23） 

138 

（79） 

207

（69） 
40 

※実績値・現在値の上段は累積値、下段は単年度実績値 
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基本目標４：環境にやさしく快適に暮らせるまち       

 
【方向性】 

▶ 交通環境や生活環境の問題、西部・中部地域と東部・相島地域との格差など、暮らしやすい環

境整備への思いは強くなる一方、地球環境への負担軽減を図り、持続可能な循環型社会を実現

する必要があります。そのためにも、まちの宝である恵み豊かな自然環境を保全し、活用しな

がら次世代へ継承していくとともに、地域の特性を活かしつつ、誰もが暮らしやすさを実感で

きる都市環境や居住環境を創っていきます。 

 

主要施策４－１：環境にやさしい社会の形成             

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 町広報誌で毎月、「ゼロカーボンシティ新宮」という記事を連載し、環境省が掲げている「ゼ

ロカーボンアクション３０」を中心に具体例や解説を加え、地球温暖化対策の啓発を行いまし

た。 

▶ 町が率先して温室効果ガスの排出量削減に取り組むため、第２次新宮町地球温暖化対策実行計

画（事務事業編）に基づき、電気、ガソリンなどの使用を計画的に削減し、ＥＶ車や省エネ効

果の高い機器などを導入しました。 

▶ 生ごみ堆肥化容器等購入助成金について、まつり新宮等で啓発を行ったことで申請件数が増加

しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

１人１日当たりのごみ排

出量（g） 
844 838 836 825 822 806 789 

ごみのリサイクル率

（％） 
16.6 13.0 13.0 13.0 11.4 11.7 19.3 

 

主要施策４－２：魅力ある土地利用の推進              

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 下府土地区画整理事業区域において、まちづくりガイドラインを策定しました。また、三代土

地区画整理事業区域では、まちづくりガイドライン等の策定に向けて協議を進めました。 

▶ 令和７年度の都市計画マスタープランの中間見直しに向けて策定方針を作成しました。また、 

新宮スマートインターチェンジ（仮称）については、令和６年９月に準備段階調査箇所に選定

されたため、周辺の土地利用計画についても、県と協議を進めました。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

建築協定の決定数

（件） 
12 12 12 12 12 12 14 

緑地協定の決定数

（件） 
10 10 8 8 8 6 12 

地区計画の決定区域

面積（ha） 
240.4 246.2 300.3 300.3 300.3 300.3 299.7 

土地区画整理事業の

施行地区数（地区） 
6 6 6 8 8 8 8 

 

主要施策４－３：安全に移動できる道路網の整備           

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 国道４９５号、県道山田新宮線の一部の区間において歩道の整備が進められ、県道小竹下府線

の一部の区間の歩道整備が令和６年度で完成しました。 

▶ 道路パトロールを行うことにより、道路陥没等の危険な状況の早期発見・対応により安全・安

心な道路環境の確保を図りました。また、町公式ＬＩＮＥによる通報システムを構築したこと

で、道路や公園などの危険個所の通報が可能となりました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

都市計画道路

整備率（％） 

（整備済延長

／計画延長） 

54.8 54.1 54.1 54.6 56.0 56.1 57.6 

通学児童の交

通事故発生件

数（件） 

2 2 0 1 0 0 0 

狭あい道路実

延長（m） 
62,446 62,431 62,431 62,401 60,040 60,158 62,296 

道路瑕疵事故

＊の年間件数

（件） 

1 0 0 2 0 0 0 

※道路瑕疵事故とは、道路整備状況、交通安全施設の未整備等に起因する事故のことをいう。 
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主要施策４－４：公園・緑地と自然環境の保全と整備         

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 雨天のため新宮町クリーン作戦の海岸清掃は中止となりましたが、原上区と相島区では、別日

で実施されました。また、企業、ボランティア団体など１６団体が合計３８回清掃活動を実施

しました。その際に、袋の支給やごみの回収を行うなどの支援を実施しました。 

▶ 新宮海岸の松林を保全するため、筑前新宮に白砂青松を取り戻す会と協力し、楯の松原保全活

動を全７回計画しました。クリーン作戦と楯の松原感謝デーの活動実施日は荒天のため中止と

なりましたが、新宮中学校、新宮高校、福岡工業大学等と連携して、楯の松原保全活動を５回

行うことができました。 

▶ 森林の持つ公益的機能を十分に発揮させるため、福岡県の荒廃森林整備事業を活用し、原上

区、立花口区、的野区内にある１５年以上整備されていないスギ・ヒノキ林に対して森林の荒

廃を防ぐための整備を行いました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

人口１人当たり

の都市公園面積

（㎡） 

6.06 6.25 6.80 6.84 7.04 7.04 6.73 

公園施設瑕疵事

故＊の年間件数

（件） 

1 0 0 0 0 0 0 

荒廃森林整備事

業の事業実施面

積（ha） 

14.3 
25.4 

(11.1) 

32.6 

(7.2) 

40.1 

(7.5) 

44.9 

(4.8) 

54.2 

（9.3） 

53.7 

(累積) 

森林保全活動の

実施回数（回） 
6 2 2 4 4 5 10 

※実績値・現在値の上段は累積値、下段は単年度実績値 

※公園施設瑕疵事故とは、遊具等の未整備に起因する事故のことをいう。 

 

主要施策４－５：公共交通などの充実                

（１）令和６年度取組の概要 

▶ コミュニティバスについては、バス位置情報システムの周知や、バス停の修繕に合わせてロー

マ字表記を行うなど利便性や利用者サービスの向上のための取組を行いました。またふれあい

交流館への路線延長、的野・寺浦間の路線変更などの改正を行いました。 

▶ 迷惑駐輪対策として、ＪＲ新宮中央駅で朝の街頭啓発の実施時間を1時間延長しました。また、

西鉄新宮駅での街頭啓発指導、台数調査を実施したことで放置自転車が減少しました。  
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

コミュニテ

ィバス『マ

リンクス』

の年間乗客

数（人） 

240,170 159,201 173,460 206,000 238,967 252,740 250,000 

コミュニテ

ィバス『マ

リンクス』

の満足度

（％） 

－ 未実施 未実施 62.0 70.0 未実施 70.0 

 

主要施策４－６：生活環境の充実                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 水道については、漏水事故防止のため計画的に老朽管の布設替えを実施し、耐震性も確保しま

した。また、浄水施設及び水源の能力を考慮し、水道施設更新計画策定の準備を進めました。 

▶ 供用を開始した区域については、公共下水道への接続を促しました。既存接続者のうち、汚水

の水質悪化が懸念される事業所に対して、特定事業場排水調査を実施し、改善指導を行いまし

た。 

▶ 公共下水道事業計画区域外においては、浄化槽の設置補助制度を活用し、５人槽２基、１０人

槽１基の助成を行いました。また、浄化槽の適切な管理ができていないと思われる箇所は、現

地確認を行い、指導を行いました。 

▶ ３月に湊川（下府１区）、牟田川（下府１区）、大門川（的野区）の水質検査を実施し、一部

環境基準を満たしていない項目について、関係機関と連携して対策を検討しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

配水管の耐震

化率（％） 
38.3 20.8 20.8 20.8 20.8 34.6 41.0 

下水道普及率

＊（％） 
84.9 85.2 86.0 86.4 86.5 86.8 91.0 

河川等水質調

査結果（ＢＯ

Ｄ）（mg/L） 

2.4 2.9 2.4 9.1 0.7 0.5 現状維持 

※認可区域内での下水道普及率を指しますので、浄化槽等は含みません。 
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基本目標５：安全で安心して暮らせるまち          

 
【方向性】 

▶ 様々な自然災害に対応した防災対策の充実を図るとともに、地域の見守り活動をはじめとした

ボランティア団体や地域福祉会、シニアクラブ、消防団などの関係団体と連携を強化し、住民

の安全・安心に対する意識を高め、住民誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを進めてい

きます。 

 

主要施策５－１：災害に強いまちづくりの推進            

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 消防活動の充実を図るため、消防用ホース等の消防資機材の更新やホース乾燥塔・防火水槽改

修等を実施しました。また、新入団員確保のため、まつり新宮会場で団員加入促進の啓発活動

の実施や、消防団広報誌の全戸配布により、消防団の活動や活躍をアピールしました。 

▶ 住民の防災意識向上のため、防災専門官による防災講話を１９行政区で２０回実施し、自助・

共助の啓発を行いました。その中で自主防災組織の必要性を説明したことで、令和７年７月に

１行政区において自主防災組織が設立する見込みとなりました。 

▶ 大雨時など土砂災害が発生するおそれが高まった際には、町ホームページや町公式ＬＩＮＥ、

防災行政無線、登録制メールサービス、防災メールまもるくん、防災アプリまもるくん、SNSな

どを通じて、早めの情報提供や避難情報の発令を行いました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

自主防災組織の

設立割合（％） 
33.4 33.4 45.8 50.0 50.0 50.0 50.0 

消防団員数

（人） 
238 239 240 226 223 228 246 

 

主要施策５－２：防犯対策・交通安全対策の強化           

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 住民の安全を確保するため、既存の防犯灯のＬＥＤ化を推進するほか、各行政区の要望に応

じ、防犯灯の新設を実施しました。 

▶ 交通安全教室を小学校・幼稚園・保育園で引き続き実施し、交通安全の指導強化を図り、年齢

層に応じた交通安全教育を推進しました。 
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▶ 行政区からの要望や通学路安全プログラムに基づき、歩道のがたつきの改修、歩行の障害とな

る雑草等の除去、転落防止柵の設置、公園の階段へ手摺設置等を行いました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

交通事故発生件数（件） 201 175 181 187 200 147 150 

刑法犯認知件数（件） 170 111 164 225 238 202 100 

高齢者交通安全講習受講

者数（人） 
258 104 67 0 102 0 300 

 

主要施策５－３：住民生活の保護                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 新たな民間事業者と災害時の物資供給に関する協定を締結し、協定締結団体が３４団体となり

ました。 

▶ 消費者トラブル防止のため、行政区の要望に応じて消費者教育講座を３回開催しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

災害応援等協定を締結

した事業所数（団体） 
17 25 29 30 32 34 20 

消費者教育講座の実施

回数（回） 
5 1 3 1 8 3 10 
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基本目標６：地域の魅力を活かし賑わいを生みだすまち    

 
【方向性】 

▶ 地域の特性を活かした魅力ある特産品開発や、支援制度の充実・ＵＩＪターンの促進等による

人材確保を進めるとともに、町の産業を「稼げる産業」として確立させることで、意欲ある担

い手のさらなる育成・誘致をめざします。また、新宮町の立地特性を活かした流通施設などの

企業誘致を進めていくとともに、関係団体と連携した地域振興や観光振興を進めながら、町の

賑わいと活力を生み出していきます。 

 

主要施策６－１：農水産業の振興                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 有害鳥獣による農作物の被害を防ぐため、電気柵やフェンス設置に係る費用への補助率と補助

金額の上限を拡充しました。 

▶ 水産物の販売促進のため、いけま売りを継続して実施しました。また、拠点となる施設の整備

に向け、関係者や関係機関との協議を行いました。 

▶ 県、農協などと連携して、担い手となる認定農業者協議会の先進地視察を支援しました。 

▶ 漁業の後継者育成や新規就業者などの担い手確保のため、漁師募集イベントに出展し、漁業体

験の希望者を受け入れました。また、漁業の担い手の確保、育成の取組を支援するため、新た

に「漁業担い手確保・育成支援事業費補助金」を整備しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

認定農業者

数（人） 
21 22 22 22 21 20 23 

体験農園の

開設箇所数 

（箇所） 

4 5 5 5 5 5 5 

農業従事者

の平均所得

額（円） 

△42,900 △155,110 △245,097 △345,879 △327,543 △346,710 200,000 

漁業従事者

の平均漁獲

高（トン） 

128 125 136 109 113 102 135 
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主要施策６－２：商工業の振興                   

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 新宮スマートインターチェンジ（仮称）については、令和６年９月に準備段階調査箇所に選定

されました。 

▶ 特産品の開発について、おもてなし協会がみかん、あまおう、相島ひじき、アコヤ貝の貝柱等

の町内産品を活用して開発した様々な商品を継続して販売しており、新たな商品(８種)も開

発・追加されました。また、相島活性化協議会と九州電力が共同で商品開発した『相島海幸棒

ずし』に続く第２弾事業として、相島丼（漬け丼）を開発しました。 

▶ ４町（新宮町、粕屋町、篠栗町、久山町）の行政と商工会で共同開催する創業塾に、町内から

９名が参加し、５件の新規創業に繋がりました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

流通業誘致数、商業施

設誘致数、その他企業

の誘致数（件） 

－ 0 0 0 0 0 5 

特産品開発件数（件） 
－ 5 

7 

(2) 

9 

(2) 

10 

(1) 

18 

（8） 

5 

(累積) 

創業支援事業を受講し

た新規創業数（件） 
－ 2 

4 

(2) 

5 

(1) 

7 

(2) 

12 

（5） 

3 

(累積) 

※実績値・現在値の上段は累積値、下段は単年度実績値 

 

主要施策６－３：観光の振興                    

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 新宮町おもてなし協会と連携し、さまざまな体験イベントを通して町内の地域資源の掘り起こ

しを行い、交流人口の増加に取り組みました。 

▶ 東京のふくおかよかとこ移住相談センターで町勢要覧や観光パンフレットの配布、県の移住ポ

ータルサイト「福がお～かくらし」で町の情報発信を行いました。また、福岡都市圏事業の一

環として糟屋地区共同で町内の観光スポット及び飲食店を「シティ情報ふくおか」に掲載し、

かすや特集の別冊版を発行しました。 

▶ かすやフェス、ふくおか離島物産展、福岡町村フェア、アビスパ福岡連携事業、ライジングゼ

ファーフクオカ連携事業において、町内産品や観光PRを実施しました。また、新たな観光情報

誌（２種）を作成し町の魅力を発信しました。 
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（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

立花山登山者数

（人） 
60,000 60,000 35,974 35,807 25,492 30,152 65,000 

観光案内所利用

者数（人） 
2,313 755 855 176 539 280 

3,500 

(2,500) 

※Ｒ７目標値の( )の値は、新型コロナウイルス感染症の影響が今後5年間継続した場合を想定した目標値 

 

主要施策６－４：地域振興の推進                  

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 相島空き家バンク事業を継続して実施しました。また、相島空き家活用移住促進事業補助金の

対象年齢の拡大を行いました。 

▶ こみんかみかんの利活用促進を図るために、集客イベントとして夏季に古民家夏祭り、冬季に

さげもん飾り付けを実施しました。 

▶ 町内の空き家の利用については、県が実施している福岡県空き家活用サポートセンター「イエ

カツ」を活用し、情報収集に努めました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

相島への移住者数（人） 2 2 10 1 1 3 5 

古民家交流拠点来場者数

（人） 
－ － 3,484 3,354 3,776 4,812 1,000 

空き家バンクマッチング

件数（件） 
－ － 1 0 1 3 5 
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基本目標７：みんなの力でつくる持続可能なまち       

 
【方向性】 

▶ 住民が町や地域の資源や魅力の保全・活用方法を考え、誰もが安心して活動や生活ができるよ

う、地域の特性に応じた地域コミュニティを構築していくとともに、住民、企業、団体、行政

などが連携した協働のまちづくりを積極的に推進していきます。また、発展著しいＩＣＴを積

極的に活用した地域コミュニティへの支援や、生活利便性の向上に取り組んでいきます。 

 

主要施策７－１：協働のまちづくりの推進              

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 町ホームページや町広報誌に、まちづくり活動支援団体、ボランティア・ＮＰＯ団体の団体情

報や活動報告などを掲載し、住民に広くアピールし、それぞれ新たに１団体の登録がありまし

た。 

 

（２）主要施策の指標の現状  

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

ボランティア団体・

ＮＰＯ団体の数（団

体） 

32 35 34 34 35 36 40 

まちづくり活動支援

団体登録数（団体） 
20 21 20 21 22 23 30 

 

主要施策７－２：効率的な行財政運営                

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 財政シミュレーションや公共施設等総合管理計画に基づき、長期的、計画的な財政運営ができ

るよう予算調整を行いました。また、企業版ふるさと納税で６社から７４０万円の寄附があり

ました。 

▶ 町税の収納率向上のため、未納者の実情に応じ納税相談を受けるとともに、必要に応じて「し

ごと・くらし相談室」などを紹介し、生活改善を含めた指導を実施しました。 

▶ 医療費の適正化のため、後発医薬品の使用促進や重複・頻回受診者等への訪問指導の推進に努

めました。 
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▶ ふるさと寄付金については、ポータルサイトで新宮町の紹介や寄付金の利用使途などの周知を

行いました。令和６年度寄附額は３７億円を超えました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

町税の収納率

（％） 
98.7 98.2 98.7 98.8 98.9 98.7 99.00 

経常収支比率

（％）※１ 
90.1 96.2 84.7 88.1 88.6 90.6 現状維持 

実質公債費比

率（％）※２ 
7.3 7.4 7.5 8.3 8.4 

8.9 

（速報値） 
現状維持 

※１経常収支比率とは、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費に充当された一般財源 

が、地方税普通交付税を中心とする毎年度経常的に収入される一般財源、減収補填債特例分、猶予特例債及び 

臨時財政対策債の合計額に占める割合をいいます。 

※２実質公債費率とは、借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを標準化し、資金繰りの程度を 

示すものです。 

 

主要施策７－３：情報化の推進                   

（１）令和６年度取組の概要 

▶ 地域活性化起業人制度を活用し、ＡＫＫＯＤｉＳコンサルティング株式会社から社員が２名派

遣され、庁内におけるＩＣＴの活用やＤＸを推進し、業務の効率化や住民サービスの向上に務

めました。 

▶ 業務の効率化、職員の負担軽減のため、自治体生成ＡＩ「ｚｅｖｏ」を導入しました。 

 

（２）主要施策の指標の現状 

指 標 
R1 

実績値 

R2 

実績値 

R3 

実績値 

R４ 

実績値 

Ｒ５ 

実績値 

Ｒ6 

現在値 

R7 

目標値 

マイナンバーカー

ドの交付数（件） 
7,285 13,701 18,479 26,724 29,552 32,683 23,000 

先進技術活用件数

（件） 
0 1 4 4 5 6 5 

オープンデータ公

開数（件） 
6 4 5 5 5 5 10 

 


